
は じ め に

三重県では、平成16年度から三重県型「学校経営品質」を全県立学校やモデル小中学校

に導入し、地域から信頼される活力のある学校づくりに向けて、学校自らが継続的な改善

に取り組んでいくこととしています。

このような状況のなかで、私たち米国教育改革調査団は、三重県型「学校経営品質」の

、 、普及と定着に向けて 経営品質の手法を用いて学習者の視点に立った教育改革に取り組み

2003年度にマルコム・ボルドリッジ賞（ＭＢ賞）を受賞した学校区の取組を中心に調査を

実施しました。

ＭＢ賞を受賞した学校区は、イリノイ州シカゴの郊外にあるパラタインなど７つの地域

にまたがる「第 学校区」です。15
そこでは、学校区教育委員会や小学校、中学校を訪問し、学校改善に経営品質の手法を

取り入れた経緯やその普及・定着に向けた取組および各学校の実践状況等を調査するとと

もに、実際に学校教育活動を参観しました。

本調査を通して、特に強く認識したことは、経営品質の手法を取り入れて学校改善を進

めていく上では「キープ・ゴーイング( ) 、つまり「やり続けること」が重要Keep Going 」
な要因として挙げられるということです。

当学校区では、トップダウンによる経営品質の導入でしたが、教育委員会は各学校長に

対して計画的・系統的な研修を実施するとともに、学校区全体で歩調を合わせた取組を展

開しています。

「キープ・ゴーイング」という言葉に象徴されるように、学校改善に向けて学校区が一

丸となって実践し続けていくという教育委員会の姿勢には、強い信念を感じました。

また、校長が、毎日全授業を参観したり、教職員や子どもたちとの対話を進めるなど、

学校ビジョンの実現に向けて強いリーダーシップを発揮してエネルギッシュに行動してい

る姿には、大いに学ぶところがあり、感銘を受けました。

パラタインの第 学校区の取組を調査して、改めて学校改善における経営品質の手法15
の効果を確信するとともに、今後、本県においても、信頼ある学校づくりに向けて、三重

県型「学校経営品質」の取組の拡大と浸透を図っていく思いをさらに強くした次第です。

最後に、本調査で多くの成果を得ることができましたのも、ご協力いただいた多くの皆

様のご尽力のおかげであり、心より感謝を申し上げます。
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